
調査研究にご協力下さる皆様へ 

 

 【研究のテーマ】回数制限のある短期的なカウンセリングによって、たとえば不安な気持ちがどのよう

にして緩和されていくのかなど、心の状態が穏やかになる仕組みについて解明するための包括的調査を行

っています。 

【研究の目的】包括的研究のため目的がいくつかありますが、カウンセリングの効果として不安な気持

ちを緩和することができるのか、不安な気持ちはどのようにして緩和されるのかといったことを、関係性

や心理的な要因の視点から解明することが目的です。 

【研究期間】この研究は長期にわたるもので、2022年5月1日から2030年3月31日の期間で実施さ

れます。研究者が現在勤務している北星学園大学を65歳で定年退職するまでとなります。 

【研究者と研究の場所】研究者氏名：田澤安弘(北星学園大学社会福祉学部福祉心理学科教授)。場所：

自宅に併設された私設心理相談室「のっぽろカウンセリング研究室」にて行います。住所：北海道江別市

野幌屯田町3番地の12 

【協力者】研究の協力者は、さまざまな困難を抱えており、心理カウンセリングを希望する方となりま

す。ご家族ではなく、ご自分の相談に限ります。また、来談時に心療内科クリニックなど他の医療機関及

び相談機関を利用していない方を対象としますが、利用経験がある場合には、そこに通わなくなってから

3カ月以上経過していることが必要です。 

 【研究の方法】カウンセリングを希望する方を対象として、回数の制限された短期療法を行います。基

本的には 4回、3カ月程度を見込んでいます。詳細については別紙を参照ください。カウンセリングのプ

ロセスで自己回答式の心理テストを複数回行い、その集団データを統計処理します。 

 【研究の中止】研究期間の全体を通して、カウンセリングを中断する人の人数比率と、不安を測定する

心理尺度の改善率をモニターします。研究の途中でカウンセリングを中断する人が 30%を超えたときか、

不安の改善率が60%を下回ったときに、研究自体を中止します。 

 

研究参加にあたり、以下の内容をご確認下さい。 

 

【基本的留意点】 

・研究への参加は自由意思に基づくものであり、カウンセリングを途中でやめたとしても、不利益を受け

ることは一切ありません。 

・研究参加に同意したあとでも取りやめることができます。同封の同意撤回書にご記入いただき、郵送先

に返送下さい。 

・薬物療法など、医師が行う精神医学的治療ないし医療行為は行いません。臨床心理学的な援助ないし心

理カウンセリングを行います。また、本人が望む以上のことは、説明と同意なしに決して行いません。 

・稀にカウンセリングによって心の状態が悪化する人もいます。相談者にとってカウンセリングが有害で

あると判断された場合や、心の状態が悪化したと判断された場合には、すべての行程が終了する前に中

止することがあります。その場合には、適切な相談機関をご紹介いたします。 

・守秘義務を順守してプライバシーを保護します。しかし、自傷他害など生命にかかわる問題が発生した

ときや、裁判所や警察などの公的機関から情報を求められた場合には、本人の承諾なしにしかるべき機

関に情報を提供する場合があります。 

・新型コロナ感染症が流行している間は、必ずマスクを着用して来談してください。面接室にはパーテー

ションなどを設置して感染予防対策を行っています。体調不良の際には必ずキャンセルの連絡をしてく

ださい。また、カウンセラー(田澤)が感染した場合には、その時期に来談した皆さんが濃厚接触者とな



る可能性があります。このような場合には保健所の指示に従う必要があるので、お名前と連絡先を保健

所に開示する可能性があります。あらかじめご了承ください。 

 

【データの使用】 

・毎回カウンセリングの場面を録画録音させていただきます。映像と音声はデータとして分析され、研究

に使用されます。また、何種類かの心理テストを複数回行います。これもデータとして分析され、研究

に使用されます。 

・録画・録音された映像と音声は、学会発表の際に使用されたり、教育目的で使用されることもあります。

具体的には、専門家が参集する学会会場で上映されたり、研究者の勤務校である北星学園大学の「社会

福祉学部福祉心理学科」および「大学院社会福祉学研究科修士課程臨床心理学専攻」の授業で教材とし

て使用される場合があります。その際にはプライバシーが保護されるように、映像と音声にはさまざま

な処理が加えられます。録画された映像はモザイク処理を施して表情の判別を不能にし、録音された音

声は個人が特定される情報が含まれる部分を無音にして使用します。 

・データを分析する段階で、心理学者や心理士など、複数の共同研究者が参加する場合があります。その

際には、氏名や住所などの情報が分からないような形にしてデータが共有されます。共同研究者として

予想されるのは、橋本忠行氏(香川大学：専門は臨床心理学)、近田佳江氏(トポス心理療法オフィス：専

門は臨床心理学)などです。 

・研究の成果は、心理学系の学会等での発表を考えています。その際、個人が特定される情報を公表する

ことはなく、個人情報は守られます。個人を対象とした事例研究を行う際には、カウンセリングのなか

で話された内容を改変して、本人が特定されないようにします。 

 

【データの保管】 

・入手されたデータは研究者が責任をもって厳重に管理し、氏名や住所などの情報が外部に漏れることが

ないよう十分留意します。また、プライバシー保護についても細心の注意を払います。 

・入手されたデータ等は、研究終了後 10 年間保存させていただきます。保管期間終了後はすべてのデー

タを廃棄します。情報はコンピューターから削除し、心理テスト結果やアンケート等はシュレッダーに

て裁断します。なお、この研究に参加する同意を撤回された場合には、データ等は直ちに廃棄させてい

ただきます。最後に、万が一、研究者が不慮の事故などにより研究期間の途中で死亡するなどした場合

には、研究者が保管するすべてのデータを、信頼し得る共同研究者が適切に廃棄するようにいたします。 

 

【利益相反】 

・この研究は、特定の企業等から支援を受けて行うものではありません。 

・この研究では、研究者と研究対象者とのあいだに相談者とカウンセラーという別の関係(多重関係)が発

生します。一般的には研究者が研究対象者に謝礼を支払い、相談者がカウンセラーに料金を支払います。

解決策として、謝礼とカウンセリング料を無料にして、互いに金銭の授受を行わないことにします。 

 

以上です。ご協力いただける方は、同意書へのサインをお願いいたします。また、この研究に関する疑

問等がございましたら、いつでも下記連絡先へお問い合わせ下さい。 

 

＜連絡先＞ 

のっぽろカウンセリング研究室 電話；011-398-3235 

研究責任者 田澤安弘 


